
地域における外来医療機能の不足・偏在等への対応

県内の外来医療（診療科・医療機器）の情報を可視化し、
限られた人材や医療資源を有効活用する必要がある。

現状と課題

１ 外来患者の約６割が受診する無床診療所は、開設が都市部に偏っている。
２ 初期救急医療提供体制の構築、グループ診療の推進、放射線装置の共同利用
等の医療機関の連携の取組が進んでいない。

〈内容〉
１ 外来医療機能（診療科・医療機器）の情報（外来医師偏在指標など）
２ 外来医師多数区域の設定、医療機関・機器のマッピング情報
３ 地域医療構想調整会議での協議（今後必要な外来医療機能・医療機器の共
同利用計画など）

岡山県外来医療に係る医療提供体制計画（仮称）の策定

１ 新規開業者への外来医療機能情報等の提供による外来医師の偏在抑制
２ 外来医療機能（在宅医療、初期救急等）の充実
３ 医療機器の共同利用の促進

計画のねらい
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岡山県外来医療に係る医療提供体制計画（仮称）の策定作業

• 「岡山県外来医療に係る医療提供体制計画」（仮称）は、岡山県保健医療計画
の一部として策定する。

• 計画策定に当たっては、「おかやま県民提案制度（パブリック・コメント）」
により、その内容を県民に公表し、意見を求める。

• 令和2年3月に開催予定の岡山県医療審議会に報告し、承認を得る。
• 策定スケジュールのイメージは次のとおり。

パブリック
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各構想区域における内容の検討
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